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叙勲受賞伝達

7 月 29 日、森下一男前村長が亡くなられました。
村議会議員として 2 期 8 年、村長として 5 期 18 年、
この間小笠原村は世界自然遺産に登録され、光ケー
ブルで内地と繋がり、返還 50 周年を迎えました。
さらにこの 2 年間はコロナと言う想像を超えた事
態が起きました。様々なことがあった18 年間、村
のリーダーを務めていただきました。生前の多くの
功績に感謝を申し上げ、心よりご冥福をお祈りいた
します。　　　　　　　　　　　　　　清水良一
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こんなことが決まりました 令和 3年第 3回定例会
9月 15日、16日

（仮称）沖村職住６号棟新築工事（建築）請負契約の締結（専決処分） 
契約の目的　職員住宅整備のため
契約金額　   1億2,683万円
契約の相手　杉田建設株式会社

出資法人「小笠原ラム・リキュール（株）」の経営状況
村が出資している「小笠原ラム・リキュール（株）」の、経営状況について毎年報告を受けています。
令和2年度は約４６７万円の純利益が計上されました。この報告の内容は、小笠原村公式サイト、
議会事務局「会議録」からご覧いただくことができます。

道路改修工事（宮之浜線）その２請負契約の締結
契約の目的　村道改修のため

契約金額　　7,590万円

契約の相手　岡本建設有限会社

令和３年度一般会計補正予算を可決
✓　用地買収　4,495万円
✓　国土強靭化計画策定委託308万円
✓　情報センター空調機器取替工事271万円
✓　高齢者生活支援事業費増額分　181万円
✓　農業振興助成事業費増額分922万円　　　　　　　など

副村長を選任する人事案件に同意
副村長に　金子隆氏を、選任することに同意しました。

教育長を選任する人事案件に同意
教育長に　桐川勲氏を、選任することに同意しました。

意見書の提出
小笠原村議会から、コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書を
内閣総理大臣をはじめ各関係大臣に提出することを決定しました。

このほかの議案等の審議結果は、小笠原村ホームページをご覧ください。
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一般質問

航空路と硫黄島について
清水議員　新村長のイメージするこの二つの
あるべき未来の姿をお伺いしたい。
村長　村民生活にとって必要であるという前提
の下、世界自然遺産地域への影響のない規模を
航空路協議会で強く発言していく。硫黄島につ
いては戦前の平和な暮らしそして戦争、強制疎
開、いまだに帰島できない歴史を様々な人が受
け継いでいき、遺骨収集の取り組み、訪島事業
の復活、旧島民への配慮の下、訓練基地として
国への協力をする。
清水議員　航空路がないことが小笠原らしさ
を作ってきた。企業の大きな開発もなく、自
然が守られ世界自然遺産にもなり、６日に一
度の船便であったがために効率の良い仕組み
とゆとりのある暮らしが形作られ、コロナ禍
においても比較的安全が保たれてきた。航空
路については１３年前に行ったアンケートを
島民の総意としている。今一度アンケートも
しくは PI を実施し民意を確認して島民が笑
顔になれるビジョンの再構築をお願いした
い。
村長　民意を問う形で構想段階のPIができる
よう事業主体の東京都に主張していく。今現在、
村が主体的に民意を問うことは考えていない。
清水議員　硫黄島の問題点は民間人が行くた
めの交通機関がないことだと思う。小笠原村
の有人島　父島母島硫黄島をヘリコミュー
ターでつなぐことは、現在の技術でも可能、
住むことが難しいのであればまず誰でも行く
ことのできる硫黄島を考えてはどうか。
村長　そういう考えを今持つ状況ではない。

清
水
良
一
議
員

小笠原の将来について

築舘議員　返還５０周年も過ぎ、これから新
たな小笠原の道を考えるとき、新型コロナウ
イルスが襲い掛かりました。
各都道府県に緊急事態宣言が発出し、小笠原
にも自粛が要請されました。不便な生活を余
儀なくされることとなりました。
島民の安心安全を守ることを一に、8/24 ～
9/6 まで独自の自粛期間でコロナウイルスを
島から一掃したところですが、問題の山積し
ている島内経済について、今後小笠原をどの
様に導くのかお聞きしたい。
村長　村の発展のため、職員は役に立つ人で
あるべきである。皆で汗を流し、様々な村政
の課題に立ち向かい、笑顔あふれる明るい活
気ある村づくりに満進する。
副村長　安心安全でコロナの無い島を目指
す。長期滞在者を誘致する。

築
舘
俊
一
議
員



—（4）—

一般質問

防災計画と 2050 年カーボンニュートラル
関連について
安藤議員　①津波時における父島発電所の機
能維持②被災時の村民の安心・安全をどう守
るのか③改正地球温暖化対策法 / 分散型エネ
ルギーインフラプランの策定事業 / 地域力創
造アドバイザー活用の導入④防災給電用ＥＶ
車の導入促進補助の取組
村長／総務課長　①②母島の再生可能エネル
ギーの取組み、父島の発電所のブロック塀の
強化、高台移転の場所がない。移転財源を都
に依頼中。電源車一台 400kw/h（父島全電
源 4500kw/h）が東電にある。
環境課長　③改正法の必要性は研究が重要。
村事業全体計画等の見直しが必要になること
もある。実行可能な計画が必要か研究し、本制
度の仕組みを研究していきたい。④EV車の有
効性は承知しているが具体的事業実施は未定。

母島保育園の行事食の提供など、諸問題の今
後の対応や根本的解決方法について
安藤議員　①有資格者の園長不在。給食不提
供。年齢別保育室がない等の父母の格差が 40
年以上続いているが現状は？②新園に厨房設
置され給食の提供及び年齢毎の保育は可能か。
③調理師と助手各 1 名で給食は可能。村長の
一存で解決できる根本問題では。
村民課長　①R2年8月～資格所持園長配備。
年齢別は施設問題で未整備。父母島で遜色ない
保育を工夫。調理職員出張で年に何回か行事食
の提供予定②新園での給食提供は今考えてい
ない。年齢事の保育施設として利用可。
村長　③提案内容を見極め、実施体制、予算、
課題、優先順位を総合的に判断していく。

安
藤
重
行
議
員

母島の郵便事業について
稲垣議員　東京島しょ農協の分離独立が決ま
り、新設される農協において金融事業ができ
なくなるに伴い簡易郵便局事業を村がやらざ
るを得なくなり、母島支所を改修し今年 4 月
から業務が始まり、ATM も導入され島民と
しては不自由なく利用させてもらっている。
　しかしながら母島支所から郵便局へ変身し
てしまっているという声も聞いている。支所
は支所業務、郵便局業務は分離して行うのが
宜しいが。
村長　母島の郵便・金融問題として村が関わり、
暫定的に郵便事業を受託し、支所内の施設改修・
人員確保などの準備をし4月から開設した。日
本郵便直営の局を設置すべきとも考えた。時機
を見て要望したい。
稲垣議員　議会でも以前より日本郵便本社へ
直営での要望してきたが、現在は新型コロナ
ウイルスの影響で活動が出来ていない。村と
して期限を設け、郵便業務から撤退する意思
表示をしたらどうか。
村長　日本郵便に対して粘り強く要望活動をし
て行きたい。母島支所業を中心に管理を行い、
職員への過度な負担はないよう今後も支持して
いく。

稲
垣 

勇
議
員
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一般質問

杉
田
一
男
議
員

教育及び観光での ICT 活用状況と今後の方針

杉田議員　令和 3 年度予算執行を確実に実施
して未執行事業が生じないように最大限の努
力をお願いしたい。令和３年度の予算を残せ
ば、当然のことながら小笠原の経済にも大き
く影響するのと同時に、翌年度の予算にも影
響が及んできます。ですから、この令和３年
度の予算実施を滞りなく、ぜひ全力を挙げて
取り組んでいただきたいと思っております。
村長　コロナ禍によって様々な事業ができな
かった部分、島内の状況の中でなかなか契
約に至らなかった部分というものがあります
が、それ以外の部分はしっかりとそれぞれの
所管課で調整をさせて、事業が滞りなく行え
るように進めていきたいと思っております。
杉田議員　硫黄島については、滑走路下の遺
骨収容を進めていただきたい。どういう形で
やるのかという部分というのはすごく難しい
部分があると思いますが、ぜひ遺骨収容を進
める意思表示を強烈に進めていただきたいと
思っております。

村長　村としては、まずは国の責任の下しっ
かりと遺骨収容を行ってもらう。ただ、おお
むね終了の時期がどこかで来ると思います。
それは旧島民の方であったり、戦没者の遺族
であったり、そういった方々と国がしっかり
話し合って決めることだと思っていますが、
そういう時期が来るまではしっかりと遺骨収
容を続けてもらいたいと思っています。
杉田議員　海洋ごみについて、弟島に漁網関
係が漂着したと聞いた。弟島のこの漂着物に
ついては、３年前に中国船が密漁船として来
たときの置き土産だと思っている。関係省庁
と管理者が特定された海岸に関しては迅速な
撤去作業ができるように、そういう文書なり
交わす必要があると思っているが、環境課で、
この漂着物についてどういう対応をしていく
のか。
環境課長　海岸漂着物の処理についてです
が、当該事業の実施主体である東京都の地域
計画にのっとり海岸漂着物の処理を進めてお
ります。海岸漂着物については、実施主体で
あります東京都の地域計画が今年度改定を予
定しているということでございますので、占
有者の扱い等を含め改善点等を洗い出し、よ
り多くの海岸漂着物が円滑に処理される計画
改定となるよう要望してまいりたいと思って
おります。

出張日 出張先 出張の用務（同行者）

6月29日

7月13日

小笠原諸島振興開発審議会

小笠原航空路協議会

島嶼町村議会定例会・合同研修会

会議出席

7月20日

東京都町村会・東京都町村議会議長会合同会議 会議出席

会議出席

会議出席

議長出張報告

所信について
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総務委員会　９月16日

新型コロナウイルス感染症対策
６月の委員会以降の国・東京都・村の対応などについて報告をうけました。

令和４年度小笠原諸島振興開発事業概算要求
小笠原諸島振興開発事業の村が実施する事業にかかる概算要求の内容、金額について、
確定額の報告がありました。

　安藤重行委員長　　清水良一副委員長

小笠原諸島世界自然遺産
関連する主な会議のスケジュール、陸産貝類、オガサワラシジミ、オガサワラカワラ
ヒワの保全状況、グリーンアノールの防除対策、オガサワラオオコウモリの食害対
策、愛玩動物の適正な飼養及び管理に関する条例（ペット条例）等について報告、質
疑及びがありました。

　片股敬昌委員長　　　杉田一男副委員長　
６月定例会以降の硫黄島に関する動きについて報告、質疑がありました。

遺骨収集帰還事業
▶通年実施の滑走路地区の掘削作業、遺骨収集作業等のスケジュールについて報告が
ありました。遺骨収集は4回実施する予定の一回目が終了しました。

硫黄島調査特別委員会　９月16日　

その他の報告
●FCLP空母艦載機離着陸訓練
●海上自衛隊訓練のHRS訓練、ＬＣＡＣ訓練
　など

　杉田一男委員長　　　稲垣　勇副委員長　

小笠原航空路協議会
７月13日に開催された小笠原航空路協議会について報告がありました。

●世界遺産委員会への報告について
●令和２年度航空路調査結果について
●令和３年度の航空路調査事項について

小笠原航空路開設推進特別委員　
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森下一男村長に最後に会ったのは7月
19日広尾病院だった。医師から面会を
許され話すことができた。夕方の病室
で森下氏はベッドに横たわり「わざわ
ざ出向いてもらい悪いね、後のことは
宜しく頼む」と辞任の意向を述べられ
た。少ない会話の中でも小笠原のこと
を案じている気持ちは伝わった。
僅かその10日後、訃報が届いた。公
私ともに45年近くお世話になった方で
ある。驚きと共に無念である。　
森下氏は小笠原村が大変辛く混乱し
た時期に村長に就任された。悲願の空
港設置案は頓挫し、代替案の高速船テ
クノスーパーライナーも就航すること
はなかった。行政も議会も村民から信
頼を失い、政争による住民間の対立が
表面化している最中(さなか)である。
だからこそ村政確立以来の理念である
「自主・自立の確立」「互助と連帯感
の醸成」を確実に進め、村民の融和を
図る施策を執られた。振り返れば、お
がさわら丸による硫黄島への旧島民の
墓参。中学生にも参加してもらい体験
型平和教育の実施。この村でのお産が
適わなくなったとき、安心して出産で
きるよう本土での出産を支援する補助
制度の整備。最後までこの島で暮らし
たい島民のため診療所に老人ホームを
併設したこと。昨年はコロナ感染症対
策の影響を受け収入が減少した方のた
めに、どの自治体よりも早く緊急生活
支援金の受付を開始する等、いつも村
民に寄添う判断を下された。
日々の政治活動が実を結んだことも

ある。2011年国や都の支援を受け、
他離島に先駆け海底光ケーブルが敷設
されインターネット環境は本土並みに
なった。テレビもPCも携帯電話もスト
レスなく繋がる。そして世界自然遺産
登録効果による観光振興も村の経済を
後押ししてくれた。世界自然遺産は小
笠原で暮らす子供たちに自信と郷土愛
を育んでいる。
2016年新おがさわら丸、新ははじ
ま丸を同時就航させた。速度も居住性
も改善され海路は格段に良くなった。
2018年国交大臣、東京都知事をはじめ
多くの来賓を招いて小笠原返還本土復
帰50周年式典を開催。小笠原の生い立
ち、歴史、文化を振り返り、それらを
担ってきた人々に思いを馳せ「歴史に
学び、未来へつなげてゆく」をテーマ
に式典を成功させた。そして次は「航
空路開設の道筋をつける事」と互いに
確認しあったが、間に合わなかった。
残念である。
森下氏が「身の丈を知り、皆で一歩
前へ」と話していたことを思い出す。
けして派手な大きな事を語る方ではな
かった。しかし着実に物事を進めてゆ
く方であった。衷心よりご冥福をお祈
りする。
さて先の村長選挙で渋谷正昭新村長
が誕生した。渋谷氏は副村長として故
森下村長を支えてきた実績があり小笠
原村の未来を託す最適な人物である。
　ご活躍を期待する。　　　　　　　
　　　　
小笠原村議会議長　池田　望

〜 追 悼 〜
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お問い合わせ先　小笠原村議会事務局　電話 2-3118　FAX　2-3208　メール gikai@vill.ogasawara.tokyo.jp

編

集

後

記

令和3年 第 ４ 回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）令和3年 第 ４ 回 定 例 会 会 議 日 程 表（ 予 定 ）
月　日 開始時間 会議名 内容

12月  8日（水）
12月  9日（木）

12月10日（金）

午前10時
午前 9時
午前11時
午前11時半
午後 2時
午前 9時
午後 3時

本会議
総務委員会
硫黄島調査特別委員会
小笠原航空路開設推進特別委員会
令和2年度決算特別委員会
令和2年度決算特別委員会
本会議

会期の決定、一般質問等

議案審議、決算採決等

本会議、各委員会は傍聴できます。開会5分前まで傍聴受付を行っています。
テレビ11チャンネル中継放送、Youtubeでライブ配信を行います。ぜひご覧ください。

会議での発言内容など詳しく知りたい時は、会議録をご覧ください。
●　村役場議会事務局
●　地域福祉センター図書室
●　母島支所
●　母島図書室　　　　　　　　　　で閲覧できます。
パソコンやスマートフォンなどで見ることもできます。
小笠原村公式サイト→議会事務局→会議録で　検　索

平成 26 年の本会議、委員会から、会議録検索システムで閲覧・検索ができ
るようになりました。 過去の会議については順次掲載する予定です。
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が
、
去
る
７
月
29
日
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
と
て
も
残
念
な
こ
と
で
す
。

今
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
此
れ
か
ら
小
笠
原

村
が
安
定
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
に

逝
去
さ
れ
、
未
来
の
夢
、
航
空
路
の
開
設
を
見

る
こ
と
叶
わ
ず
大
変
無
念
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
そ
の
後
は
渋
谷

新
村
長
が
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
、
村
内
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
一
掃
期
間
の
実
施
に
よ
り
、
安
心

安
全
を
取
り
戻
す
こ
と
か
ら
新
村
政
が
始
ま
り

ま
し
た
。

金
子
隆
氏
を
新
副
村
長
に
迎
え
、
協
力
し

合
っ
て
よ
り
良
い
村
政
運
営
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

築
舘　

俊
一

★
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　
安
藤
重
行
　
清
水
良
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
築
舘
俊
一
　
　
　
　
　
★


